


   － 2 －

　
　

Ｄ
Ｘ
講
習
会
の
ご
案
内

▽
日
時

　

12
月
７
日(

水)

、
８
日
（
木
） 

10
時
～

16
時

▽
開
催
場
所

　

長
野
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
館
※
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
可
能
。

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
み

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前
登
録
。

▽
お
問
い
合
わ
せ

長
野
県
情
報
サ
ー
ビ
ス
振
興
協
会
（
電
話
０

２
６
・
２
２
５
・
１
１
２
３
）

イ
ベ
ン
ト
需
要
喚
起
事
業
に
つ
い
て

▽
実
施
期
間

　

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

▽
割
引
額

　

イ
ベ
ン
ト
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
対

象
に
、チ
ケ
ッ
ト
価
格
か
ら
２
割
相
当
分（
上

限 

２
０
０
０ 

円
）
を
割
引
。

▽
対
象

　

演
劇
・
伝
統
芸
能
、
音
楽
ラ
イ
ブ
、
遊
園

地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
映
画
、
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
・
参
加
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど

▽
お
問
い
合
わ
せ

　

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
用
窓
口
（
電
話
０
５
７

０
・
０
０
５
・
２
７
２
）

　

商
店
街
等
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
事
業
や
新
た

な
商
材
開
発
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
制
作
な
ど

を
支
援
。

▽
支
援
上
限
額

　

１
者
単
独
応
募　

４
４
０
万
円
／
２
者
連

携
応
募　

８
８
０
万
円
／
３
者
連
携
応
募
１

千
１
５
５
万
円

▽
対
象
経
費

　

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経

費
（
商
品
開
発
費
、
設
備
レ
ン
タ
ル
費
、
広

告
印
刷
費
ほ
か
）

▽
そ
の
他

　

応
募
に
は
所
在
市
町
村
に
よ
る
支
援
計
画

書
な
ど
が
必
要
。

▽
お
問
い
合
わ
せ

　

が
ん
ば
ろ
う
！
商
店
街
事
務
局
（
電
話
０

１
２
０
・
３
３
９
・
５
１
０
）

　

当
所
新
議
員
（
70
人
）
に
よ
る
臨
時
議
員
総
会
は

10
月
28
日
開
い
た
。

　
「
第
１
号
議
案
・
会
頭
選
任
に
関
す
る
件
」
は
、

会
頭
に
塩
川
秀
忠
氏
（
大
栄
製
作
所
代
表
取
締
役
社

長
）
を
選
任
。

　
「
第
２
号
議
案
・
副
会
頭
選
任
に
関
す
る
件
」「
第

３
号
議
案
・
専
務
理
事
選
任
に
関
す
る
件
」
で
は
、

副
会
頭
に
唐
澤
正
幸
氏
（
竹
花
工
業
）、
中
嶋
剛
登

氏
（
千
曲
運
輸
）、
竹
花
長
雅
氏
（
長
野
県
パ
ト
ロ

ー
ル
）
専
務
理
事
に
森
泉
浩
行
氏
の
４
人
を
指
名
。

満
場
一
致
で
承
認
し
た
。

　
「
第
４
号
議
案
・
監
事
選
任
に
関
す
る
件
」
は
、

監
事
に
佐
藤
英
人
氏
（
エ
イ
ワ
税
理
士
法
人
）、
大

井
英
俊
氏
（
日
測
設
計
）、
木
内
み
ゆ
き
氏
（
社
会

保
険
労
務
士
法
人
プ
ラ
ム
）
の
３
人
を
満
場
一
致
で

選
任
し
た
。

　
「
第
５
号
議
案
・
常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会

組
織
に
関
す
る
件
」「
第
６
号
議
案
・
常
議
員
選
任

に
関
す
る
件
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
務
企
画
・
商

業
・
工
業
・
観
光
・
経
済
環
境
・
建
設
の
６
つ
の
常

任
委
員
会
に
加
え
、
新
た
に
「
連
携
推
進
特
別
委
員

会
」、「
Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会
」、「
高
地
活
用
特
別

委
員
会
」、「
地
産
特
別
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
承
認
を
得
た
。

　

ま
た
、
常
議
員
23
名
の
選
任
に
つ
い
て
も
会
頭
指

名
と
委
員
会
推
薦
で
承
認
を
得
た
。

　

続
い
て
開
か
れ
た
常
議
員
会
「
第
７
号
議
案
・
顧

問
及
び
参
与
委
嘱
に
関
す
る
件
」
で
は
、
顧
問
に
掛

川
興
太
郎
氏
（
ツ
ル
ヤ
）
が
承
認
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
任
期
は
令
和
７
年
10
月
末
ま
で
の
３
年

間
。
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
次
の
通
り
。

【
正
副
委
員
長
】（
◎
＝
委
員
長
、
〇
＝
副
委
員
長
）

◆
商
業
委
員
会

◎
中
澤
信
一
（
中
沢
商
事
）

○
塩
川
浩
次
（
カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
）

◆
工
業
委
員
会

◎
小
山
純
（
佐
久
産
業
）

○
前
島
清
光
（
中
松
井
製
作
所
）

◆
観
光
委
員
会

◎
中
野
信
之
（
エ
ヌ
シ
ー
エ
ス
）

○
花
岡
隆
太
（
薬
師
館
）

◆
経
済
・
環
境
委
員
会

◎
小
山
弥
一
（
古
久
清
自
動
車
）

○
中
河
純
子
（
東
信
ビ
ル
）

◆
建
設
委
員
会

◎
谷
和
人
（
谷
建
設
）

○
大
森
豊
也
（
青
建
設
計
）

【
常
議
員
】（
順
不
同
）

・
渡
邊　
　

稔
（
ユ
ウ
ワ
）

・
宮
沢　

幸
一
（
八
十
二
銀
行
小
諸
支
店
）

・
青
木　

高
太
（
日
精
エ
ー
・
エ
ス
・
ビ
ー
機
械
）

・
池
田　

哲
也
（
小
諸
村
田
製
作
所
）

・
吉
岡　

英
夫
（
浅
間
技
研
工
業
）

・
小
宮
山
完
治
（
コ
ミ
ヤ
マ
）

・
伊
藤　

辰
治
（
マ
ル
イ
産
業
）

・
田
中　

陽
介
（
長
野
銀
行
小
諸
支
店
）

・
中
澤　

信
一
（
中
沢
商
事
）

・
塩
川　

浩
次
（
カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
）

・
小
林　

敬
志
（
こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
）

・
小
山　
　

純
（
佐
久
産
業
）

・
小
林　

正
人
（
浅
間
鋼
機
）

・
押
金　

達
雄
（
三
映
電
子
工
業
）

・
中
野　

信
之
（
エ
ヌ
シ
ー
エ
ス
）

・
小
山　
　

等
（
小
山
商
会
）

・
柿
沼　

秀
明
（
ア
サ
マ
リ
ゾ
ー
ト
）

・
小
山　

弥
一
（
古
久
清
自
動
車
）

・
中
河　

純
子
（
東
信
ビ
ル
）

・
中
込　

裕
幸
（
ま
る
ひ
ろ
）

・
谷　
　

和
人
（
谷
建
設
）

・
大
森　

豊
也
（
青
建
設
計
）

・
清
水　
　

匠
（
清
水
住
設
工
業
）

臨時議員総会を開催
新会頭に塩川秀忠氏選任

が
ん
ば
ろ
う
！
商
店
街
事
業
に
つ
い
て

▽
開
催
日
時

　

12
月
９
日
（
金
）
13
時
半
～
15
時
半 

▽
開
催
方
法

　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

式
３
０
０
人
程
度
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無
料

▽
参
加
対
象
者

　

長
野
県
内
に
本
社
又
は
工
場
・
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
の
経
営
者
及
び
管
理
者
な

ど▽
申
込
期
限　

12
月
５
日
（
月
）

▽
お
問
い
合
わ
せ

　

長
野
県
産
業
振
興
機
構
経
営
支
援
本
部 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
部
（
電
話
０
２
６
・

２
２
７
・
５
０
１
３
）

価
格
交
渉
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

▽
実
施
期
間

　

令
和
５
年
１
月 

31 

日
（
火
）
ま
で

▽
支
援
内
容

塩川会頭唐澤副会頭

竹花副会頭

中嶋副会頭

森泉専務
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小諸商工会議所　 塩川  秀忠 会頭（57）

　

11
月
１
日
付
で
会
頭
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
塩
川
で

す
。「
商
都
小
諸
の
復
活
」
を
旗
印
に
全
力
で
取
り
組
み
、

会
員
の
皆
様
に
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

活
動
方
針
と
し
ま
し
て
は
大
き
く
３
つ
。「
連
携
」「
Ｄ

Ｘ
」「
教
育
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
「
連
携
」
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
も
行
っ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、
行
政
や
各
種
団
体
、
地
域
と
の
繋
が
り
を
、

よ
り
太
く
強
固
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
諸
市
は
こ
こ
最
近
、
新
規
の
出
店
も
相
次
ぎ
、
元
気

が
出
て
き
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

個
人
的
な
実
感
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
前
と
比
べ
、
市
内
の
消
費
量
自
体
は
変
わ
っ
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

市
内
の
消
費
量
増
加
の
た
め
に
は
、
市
内
外
の
様
々

な
連
携
を
強
い
も
の
に
し
て
、「
小
諸
」
を
広
く
売
り
込

み
、
呼
び
込
む
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し
た
。
幸
い
、

こ
れ
ま
で
務
め
て
き
た
様
々
な
役
職
に
お
い
て
、
市
内

外
の
多
く
の
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
て
き
ま
し
た
の

で
、
そ
う
し
た
人
脈
や
経
験
が
生
か
せ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　
「
商
都
小
諸
の
復
活
」
を
示
す
指
標
を
職
員
と
と
も
に

明
確
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
職
員
と
一
丸
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
「
Ｄ
Ｘ
」
で
す
が
、
こ
れ
は
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
頭
文
字
で
、
簡
単
に
表

現
す
れ
ば
、「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
、
暮
ら
し
を
便
利

都
小
諸
の
復
活
」
に
全
力
で
挑
む

　
　「
連
携
」「
Ｄ
Ｘ
」「
教
育
」
柱
に

「
商に

す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
社
会

が
進
む
中
、
商
工
会
議
所
が
先
頭
を
き
っ
て
デ
ジ
タ
ル

化
に
取
り
組
み
、
会
員
事
業
所
が
Ｄ
Ｘ
を
経
営
に
取
り

込
め
る
よ
う
、
広
め
て
い
き
た
い
。

　

例
え
ば
会
議
な
ど
で
紙
の
資
料
が
出
る
こ
と
が
ま
だ

多
い
で
す
が
、
こ
れ
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
す
る
だ
け
で

も
い
い
。
特
に
会
議
所
は
資
料
に
厚
み
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
れ
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
会
議
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
の
で
は
な
い
か

　

最
後
に
「
教
育
」
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
商
工
会
議
所

は
会
員
あ
っ
て
の
存
在
で
あ
り
、
会
員
を
守
る
の
が
第

一
の
使
命
。
し
か
し
、
日
本
商
工
会
議
所
に
は
「
教
育

委
員
会
」
と
い
う
存
在
が
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど

を
推
し
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
、
小
諸
で
も

始
め
て
み
た
い
。

　

教
育
に
つ
い
て
取
り
組
む
の
は
、「
小
諸
に
こ
ん
な
事

業
所
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た
教
育
に
関
す
る
取

り
組
み
を
進
め
、
今
小
諸
市
で
学
ぶ
小
中
学
生
や
高
校

生
た
ち
が
進
路
選
択
に
直
面
し
た
際
、「
地
元
で
働
く
」

こ
と
が
選
択
肢
の
一
つ
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
育

て
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
３
つ
の
方
針
を
進
め
る
た
め
、「
連
携
推
進
特
別

委
員
会
」「
Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会
」
を
新
た
に
設
け
ま

し
た
。
教
育
に
関
し
て
は
特
別
委
員
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
常
任
委
員
会
で
取
り
組
ん
で
い
く
課
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
３
年
。
で
す
が
、
お
そ
ら
く
「
あ
っ
と
い
う

間
の
３
年
」
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
全
力
で
職
責
を
全
う
し
、
掲
げ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
３
つ
の
方
針
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
を

実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

小
諸
商
工
会
議
所
が
で
き
て
百
年
余
り
。
今
、
小
諸

は
良
い
波
の
上
に
い
る
と
思
う
。「
今
や
ら
ね
ば
い
つ
や

る
の
か
」。
そ
ん
な
覚
悟
を
も
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Voice to the future

と
思
い
ま
す
。

　

将
来
的
な
理
想
を
言
え
ば
、
今
話
題
の
仮
想
空
間
「
メ

タ
バ
ー
ス
」
を
活
用
し
、
仮
想
空
間
内
で
会
員
事
業
所

同
士
が
出
会
え
た
り
と
か
、
も
っ
と
言
え
ば
空
間
内
に

会
議
所
の
事
務
所
が
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
ら

面
白
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
だ
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
か
ら
研
究
を
始
め
る
こ
と
が
大

事
。
任
期
中
の
３
年
を
め
ど
に
、
何
ら
か
の
報
告
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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与
良
の
花
と
雑
貨
の
店
「
Ｃ
Ａ
Ｋ
Ｅ

Ｓ
」（
黒
木
幸
太
店
主
）
が
9
月
に
オ
ー

プ
ン
。「
自
分
の
た
め
に
、
誰
か
の
た
め

に
行
き
た
く
な
る
花
屋
」
が
コ
ン
セ
プ

ト
だ
。

　

店
名
に
は
、
大
切
な
人
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
、「
ケ

ー
キ
を
選
ぶ
時
の
よ
う
に
ワ
ク
ワ
ク
と

お
花
を
選
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

店
頭
に
は
、
市
内
の
花
農
家
な
ど
か

ら
直
接
仕
入
れ
た
季
節
の
生
花
や
自
家

製
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
が
並
ぶ
。
事
前
の

予
約
で
要
望
に
応
じ
た
生
花
を
使
っ
た

花
束
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　

東
京
で
15
年
以
上
の
経
験
を
持
つ
黒

木
店
主
は
、
祝
い
事
や
法
事
、
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
ブ
ー
ケ
、
家
庭
の
装
飾
、
店
舗

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
花
に
関
す
る
こ
と

地
元
の
生
花
を
販
売

　
   　

　
　
　

Ｃ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
（
ケ
イ
ク
ス
）
は
な
ん
で
も
相
談
を
受
付
け
て
い
る
。

　

今
後
、
子
ど
も
た
ち
が
生
活
の
中

で
花
や
緑
に
ふ
れ
あ
い
、
親
し
み
、

楽
し
ん
で
も
ら
う
「
花
育
」
と
い
う

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
く
予
定
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
定
期
的
に

開
催
し
て
お
り
、
開
催
日
や
内
容
は

電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
か
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
で
確
認

で
き
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
や
出
張
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
依
頼
も
随
時
受
け
付
け
て
い
る

ほ
か
、
花
の
雑
貨
や
妻
の
可
奈
さ
ん

の
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
販
売
し

て
い
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

    　

 

ア
サ
マ
２
０
０
０
パ
ー
ク

●小諸市高峰高原● TEL：23-1714 ●営業時間：8 時半～ 16 時（季節変動あり）　●ＨＰ：https://asama2000.com/

●与良２－２－４　●ＴＥＬ：070-9020-1187　●営業時間：10 ～ 18 時　月、火曜定休　● Mail：info@cakes-flower.com

　
　

　

佐
久
市
長
土
呂
の
中
華
麺
「
維
心

颯
漣
」（
中
澤
智
春
店
主
）
が
新
た
に

「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
サ
ス
ケ
」
で
の
販
売

を
始
め
た
。

　

主
な
メ
ニ
ュ
ー
は
チ
ャ
ー
ハ

ン
（
６
０
０
円
）、
牛
す
じ
カ
レ
ー

（
６
０
０
円
）、
麻
婆
豆
腐
（
７
０
０

円
）。
チ
ャ
ー
ハ
ン
は
注
文
が
入
っ
て

か
ら
炒
め
て
出
来
立
て
を
提
供
。
カ

レ
ー
は
食
材
の
旨
味
や
甘
味
を
引
き

出
す
た
め
前
日
か
ら
仕
込
み
、
１
日

か
け
て
煮
込
ん
で
い
る
。
麻
婆
豆
腐

は
、
そ
の
場
で
作
る
た
め
辛
さ
の
調

整
が
可
能
だ
。
今
後
は
麺
類
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
と
い
う
。

　

現
在
、
相
生
坂
公
園
で
行
わ
れ
て

い
る
フ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
水
曜

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
イ
ベ
ン
ト
に
も
対
応

　
　

天   　
　
　
　
　

  

佐
介

の
み
出
店
を
予
定
。
12
月
の
出
店
日

は
同
店
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
当
所
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
確
認
で
き
る
。

　

同
店
は
県
内
で
あ
れ
ば
イ
ベ
ン
ト

や
祭
り
、
企
業
へ
の
出
店
を
受
け
付

け
て
い
る
。
中
澤
店
主
は
「
イ
ベ
ン

ト
で
は
子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
月
7
日
は
「
中
華
麺
維

心
颯
漣
オ
ー
プ
ン
記
念
日
」
と
し
て
、

店
舗
で
醤
油
ラ
ー
メ
ン
と
塩
ラ
ー
メ

ン
の
み
５
０
０
円
で
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
現
在
季
節
限
定
の
自
家
製

キ
ム
チ
を
の
せ
た
「
佐
介
ラ
ー
メ
ン
」

（
１
１
０
０
円
）
を
提
供
し
て
い
る
。

●佐久市長土呂 1183-1 ●ＴＥＬ：070-9020-3491 ●営業時間：11 ～ 14 時、17 ～ 21 時 ●水曜定休 ●ＵＲＬ：https://saku-sasuke.com/
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南
町
の
台
湾
料
理
「
蓬
莱
閣
」（
周

立
偉
店
主
）
が
オ
ー
プ
ン
し
て
1
周

年
を
迎
え
た
。

　

駐
車
場
は
５
台
。
店
内
は
、
ボ
ッ

ク
ス
席
、
小
上
が
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー

席
併
せ
て
60
席
ほ
ど
。「
満
腹
、満
足
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一
品
メ
ニ
ュ
ー
の

ほ
か
、
お
得
な
定
食
メ
ニ
ュ
ー
や
セ

ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。

　

定
食
メ
ニ
ュ
ー
（
１
０
０
０
円
）

は
一
品
と
ラ
ー
メ
ン
（
醤
油
・
台
湾
・

塩
・
豚
骨
・
豚
骨
台
湾
）、
ラ
イ
ス
、

小
鉢
が
付
い
た
お
得
な
メ
ニ
ュ
ー
。

　

定
食
メ
ニ
ュ
ー
の
一
品
は
、
エ
ビ

チ
リ
や
八
宝
菜
な
ど
24
種
類
の
中
か

ら
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
中
で
も
、

ニ
ラ
レ
バ
や
エ
ビ
マ
ヨ
は
人
気
で
、

注
文
も
多
い
と
い
う
。

　

夜
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
楽
し
む
客
も

抹
茶
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
」「
シ
ョ
コ
ラ
シ

ュ
ト
ー
レ
ン
」「
ワ
イ
ン
シ
ュ
ト
ー
レ

ン
」
の
4
種
類
を
販
売
。

　

価
格
は
２
０
０
０
円
。
ミ
ニ
サ
イ

ズ
は
９
０
０
円
。
ミ
ニ
サ
イ
ズ
３
個

セ
ッ
ト
（
組
み
合
わ
せ
自
由
）
は

２
５
５
０
円
と
お
得
だ
。

　

賞
味
期
限
は
製
造
か
ら
２
週
間
程

度
だ
が
、
冷
凍
保
存
で
約
１
カ
月
の

保
存
が
可
能
。
店
主
の
お
す
す
め
は

ワ
イ
ン
に
漬
け
込
ん
だ
い
ち
じ
く
、

レ
ー
ズ
ン
を
た
っ
ぷ
り
と
練
り
込
ん

だ
「
ワ
イ
ン
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
」。
小
林

店
主
は
「
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
る
の
で
、

こ
の
時
期
限
定
の
御
遣
い
物
と
し
て

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い

る
。

ク
リ
ス
マ
ス
限
定
「
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
」
の
販
売

　
　
　   　
　

金
桝
屋
製
パ
ン

　

新
町
の
「
金
桝
屋
製
パ
ン
」（
小
林

等
店
主
）
は
、
11
月
末
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
ま
で
の
期
間
限
定
で
「
シ
ュ
ト

ー
レ
ン
」
の
販
売
を
始
め
る
。
完
全

予
約
制
。

　

シ
ュ
ト
ー
レ
ン
は
ド
イ
ツ
の
伝
統

的
な
パ
ン
で
、
バ
タ
ー
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
生
地
の
中
に
、
洋
酒
漬
け

に
し
た
レ
ー
ズ
ン
な
ど
ド
ラ
イ
フ
ル

ー
ツ
が
ふ
ん
だ
ん
に
練
り
込
ま
れ
た

菓
子
パ
ン
。

　

本
場
ド
イ
ツ
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
の
4
週
間
前
か
ら
イ
ブ
ま
で
の
間
、

薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
少
し
ず
つ
食
べ
、

日
が
経
つ
に
つ
れ
て
生
地
に
フ
ル
ー

ツ
の
風
味
が
馴
染
む
味
の
変
化
を
楽

し
む
習
慣
が
あ
る
と
い
う
。

　

同
店
で
は
「
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
」「
お

多
く
、「
仕
事
帰
り
の
１
杯
」
に
お

す
す
め
な
の
は
、
生
ビ
ー
ル
に
小

鉢
、
前
菜
が
付
い
た
「
お
つ
ま
み

セ
ッ
ト
」（
６
８
０
円
）
だ
。

　

こ
の
他
お
得
な
「
お
酒
セ
ッ
ト
」

（
１
１
８
０
円
）
は
、
各
種
酒
類
か

ら
１
杯
と
、
24
種
類
の
料
理
か
ら

２
品
選
べ
る
。

　

４
人
以
上
で
飲
酒
を
す
る
場
合

は
「
食
べ
放
題
＋
飲
み
放
題
」
が

特
に
お
得
で
、
1
人
１
２
０
分

３
２
８
０
円
。
周
店
主
は
「
ボ
リ

ュ
ー
ミ
ー
で
お
い
し
く
お
得
な
料

理
を
提
供
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地

元
に
根
付
い
た
場
所
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

●新町 2-4-20 ● TEL：22-2455　●営業時間：８～ 16 時　

種
類
豊
富
な
中
華
を
提
供

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓬
莱
閣

●南町 2 丁目 1-1 ●ＴＥＬ：46-8850 ●営業時間：昼 11 ～ 14 時半、夜 17 ～ 24 時　不定休
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佐
久
溶
接
協
会

ア
ー
ク
溶
接
の

�

特
別
教
育
講
習
会
を
開
催

　

当
所
１
号
議
員
36
人
が
決
ま
っ
た
。
任

期
は
令
和
７
年
10
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
。
こ
れ
で
会
頭
指
名
に
よ
る
３
号
議
員

（
10
人
）、
業
種
ご
と
に
所
属
す
る
部
会
推

薦
に
よ
る
２
号
議
員
（
24
人
）、
業
界
や

団
体
推
薦
に
よ
る
１
号
議
員
の
全
70
人
が

確
定
し
た
。

　

１
号
議
員
は
次
の
皆
さ
ん
。

倉
岡
光
彦
（
ア
サ
マ
通
信
）

小
泉
裕
望
（
Ｉ
．
Ｎ
．
Ｔ
）

小
林
昌
樹
（
中
吉
）

大井倫夫竹之内正彦小山純

大池健市川敦新津たつ美

佐藤英子清水健教堀越誠

篠崎友宏室賀信中河純子

小山信温

大西優子

神津弘幸大西響

鈴木雄治小林正人

倉岡光彦小泉裕望小林昌樹

前島充明村松丈徳依田利宣

１号議員 36 人が決定

市川信行赤尾邦弘塩川浩次 渡邉良文両川博之小山等

赤尾富士雄依田雅秀高木蘭子 丸山義幸小山里恵小林敬志

佐
藤
英
子
（
英
和
管
財
）

清
水
健
教
（
名
城
工
業
）

堀
越
誠
（
堀
越
建
設
）

前
島
充
明
（
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
）

村
松
丈
徳
（
古
久
庄
村
松
商
店
）

依
田
利
宣
（
丁
子
屋
）

篠
崎
友
宏
（
小
諸
倉
庫
）

室
賀
信
（
イ
ン
サ
ー
ト
）

中
河
純
子
（
東
信
ビ
ル
）

小
山
信
温
（
山
五
）

神
津
弘
幸
（
神
津
電
子
製
作
所
）

大
西
響
（
大
西
製
粉
）

大
井
倫
夫
（
山
浦
管
工
）

竹
之
内
正
彦
（
竹
之
内
建
設
）

小
山
純
（
佐
久
産
業
）

大
西
優
子
（
章
文
堂
）

鈴
木
雄
治
（
中
部
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

小
林
正
人
（
浅
間
鋼
機
）

大
池
健
（
大
池
物
流
）

市
川
敦
（
市
川
接
骨
院
）

新
津
た
つ
美
（
ア
ク
サ
生
命
保
険
佐
久
営
業
所
小
諸
分
室
）

渡
邉
良
文
（
渡
辺
商
店
）

両
川
博
之
（
ニ
ュ
ー
交
通
）

小
山
等
（
小
山
商
会
）

市
川
信
行
（
尚
美
堂
）

赤
尾
邦
弘
（
赤
尾
建
設
）

塩
川
浩
次
（
カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
）

丸
山
義
幸
（
太
真
産
業
）

小
山
里
恵
（
Ｔ
Ｂ
Ｃ
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
）

小
林
敬
志（
こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合
／
こ
ば
や
し
商
店
）

赤
尾
富
士
雄
（
小
諸
印
刷
所
）

依
田
雅
秀
（
ヨ
ダ
印
刷
サ
ー
ビ
ス
）

高
木
蘭
子
（
小
諸
新
聞
社
）

　

佐
久
溶
接
協
会
（
長
岡
総
一
郎
会
長
）

は
10
月
24
、
25
日
の
両
日
、
ア
ー
ク
溶

接
特
別
教
育
講
習
会
を
佐
久
高
等
職
業

訓
練
校
で
実
施
し
、
17
事
業
所
か
ら
23

人
が
受
講
し
た
。

　

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
「
事
業
者
は

ア
ー
ク
溶
接
機
を
用
い
て
行
う
金
属
の

溶
接
、
溶
断
な
ど
の
業
務
に
労
働
者
を

就
か
せ
る
際
に
は
特
別
教
育
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

　

講
習
会
で
は
「
学
科
」
と
「
実
技
」

を
行
い
、
学
科
で
は
必
要
知
識
と
労
働

安
全
衛
生
法
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
法

令
を
学
び
、
実
技
で
は
ア
ー
ク
溶
接
装

置
の
取
扱
い
と
ア
ー
ク
溶
接
な
ど
の
作

業
の
方
法
に
つ
い
て
習
得
。

　

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
は
、
学
科
で

合
計
11
時
間
、
実
技
で
10
時
間
の
受
講

を
終
え
る
と
修
了
で
き
る
。

　

当
日
は
座
学
、
実
技
講
習
を
受
け
、

テ
ス
ト
に
合
格
し
た
23
人
全
員
に
終
了

書
を
交
付
し
た
。
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建
設
部
会

　

当
所
建
設
部
会
（
谷
和
人
部
会
長
）

は
、「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
オ
ー
ト
水
栓

体
験
会
」
を
開
催
。

　

当
日
は
、
体
験
し
た
70
人
に
対
し

て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
小
諸
市
の
補

助
金
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
回
収
し
た
意
見
は
行
政
へ
の

要
望
な
ど
に
反
映
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

当
所
女
性
会（
佐
藤
英
子
会
長
）は
、「
こ

も
ろ
街
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」を
実
施
。

相
生
町
、
本
町
、
荒
町
を
中
心
に
巡
っ
て

ス
タ
ン
プ
を
４
個
集
め
れ
ば
豪
華
景
品
が

当
た
る
抽
選
に
挑
戦
で
き
る
ラ
リ
ー
で
、

当
日
は
先
着
80
人
が
参
加
。
抽
選
結
果
に

一
喜
一
憂
す
る
親
子
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

当
所
青
年
部
の
商
工
業
活
性
化
委
員
会

（
竹
内
浩
太
委
員
長
）
は
、「
小
諸
人
秘
密

の
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
を
実
施
。
会
員
飲

食
店
５
店
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を

振
舞
っ
た
。
ブ
ー
ス
で
は
小
諸
人
グ
ッ
ズ

の
販
売
も
行
い
、
全
体
で
50
万
円
近
く
を

売
上
げ
た
。

　

ま
た
「
小
諸
か
る
た
」
の
原
画
展
や
原

画
の
塗
り
絵
体
験
も
賑
わ
っ
た
。

青年部　工夫凝らして盛り上げ　女性会

　当所各委員会や部会は 10 月２日の「信州小諸ふーどまつり」に合せ、様々な活動を展開した。

Ｗ
i
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

オ
ー
ト
水
栓
体
験
会

も
の
づ
く
り
特
別
委

　

当
所
も
の
づ
く
り
特
別
委
員
会

（
塩
川
秀
忠
委
員
長
）
は
、
ご
当
地

グ
ル
メ
「
こ
も
ろ
ん
味
噌
焼
そ
ば
」

の
販
売
を
行
い
、Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
。

　

開
始
と
同
時
に
注
文
が
続
々
と

入
り
、
午
前
中
に
用
意
し
て
い
た

１
４
４
食
分
を
完
売
し
た
。

　

「
こ
も
ろ
ん
味
噌
焼
そ
ば
」
は
、

小
諸
産
黒
大
豆
を
使
っ
た
肉
み
そ

「
こ
も
ろ
ん
味
噌
」
を
使
用
し
た
ご

当
地
グ
ル
メ
。「
地
産
地
消
」「
健
康

長
寿
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
菜
種
油
、

エ
ゴ
マ
な
ど
小
諸
産
の
食
材
を
活
用

し
て
い
る
。

　

同
特
別
委
で
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

合
せ
て
普
及
促
進
に
努
め
て
き
た

が
、
毎
回
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ

り
だ
。

こ
も
ろ
ん
味
噌
焼
そ
ば

１
４
４
食
を
完
売

農
商
工
連
携
特
別
委

「
こ
も
ろ
の
モ
ロ
コ
」

釣
り
で
堪
能

　

当
所
農
商
工
連
携
特
別
委
員
会

（
小
宮
山
喜
之
助
委
員
長
）
は
、「
こ

も
ろ
の
モ
ロ
コ
釣
り
体
験
」
を
実
施

し
た
。

　

関
西
方
面
で
高
級
魚
と
し
て
知
ら

れ
る
淡
水
魚
・
モ
ロ
コ
を
、
小
諸
の

新
た
な
特
産
品
に
し
よ
う
と
、
当
所

会
員
企
業
や
同
特
別
委
で
養
殖
の
実

証
実
験
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
回
は
、
モ
ロ
コ
の
普
及
を
図
る

上
で
「
よ
り
知
名
度
を
高
め
て
い
く

こ
と
も
必
要
」
と
の
観
点
か
ら
、
子

　
　
　

観
光
委
員
会

小
諸
謎
解
き
ゲ
ー
ム

第
２
弾
を
開
催

　

当
所
観
光
委
員
会
（
中
野
信
之
委

員
長
）
は
、「
小
諸
謎
解
き
ゲ
ー
ム

難
攻
不
落
の
穴
城
と
５
０
０
年
の
謎

２
」
を
実
施
し
た
。

　

昨
年
に
続
く
２
回
目
。
今
回
は
小

諸
高
と
小
諸
商
業
高
の
生
徒
が
そ
れ

ぞ
れ
各
２
問
ず
つ
夏
休
み
期
間
を
利

用
し
て
問
題
を
考
案
し
た
。

　

当
日
は
先
着
２
０
０
人
が
参
加
。

参
加
者
か
ら
は
「
昨
年
参
加
し
て
楽

し
か
っ
た
の
で
今
年
も
期
待
し
て
い

た
」「
去
年
よ
り
問
題
が
難
し
か
っ

た
が
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ど
も
で
も
楽
し
め
る
「
釣
り
」
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
考
案
し
た
。

　

当
日
は
家
族
連
れ
を
中
心
に
開
始

時
間
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
行
列

が
で
き
あ
が
り
、
最
終
的
に
１
８
０

組
を
超
え
る
人
た
ち
が
釣
り
を
楽
し

ん
だ
。
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当
所
青
年
部
の
経
営
研
修
企
画
委
員
会
（
櫻
井
浩

多
委
員
長
）
は
10
月
22
日
、
せ
せ
ら
ぎ
の
丘
で
灯
籠

で
小
諸
の
夜
を
彩
る
「
秋
灯
り
小
諸
」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
始
め
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
青
年
部
と
女
性
会
が
８
年
前

に
製
作
し
た
「
小
諸
か
る
た
」
の
絵
柄
で
組
み
立
て

ら
れ
た
灯
籠
に
光
を
灯
し
、
市
内
外
の
人
に
小
諸
の

素
晴
ら
し
い
風
土
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
美
し
い

灯
り
で
小
諸
へ
の
誘
客
を
促
し
、
夜
間
の
回
遊
人
口

の
増
加
と
消
費
喚
起
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

当
日
の
点
灯
式
後
、
青
年
部
会
員
や
移
住
者
、
移

住
起
業
者
ら
を
招
き
、
意
見
交
換
や
交
流
会
を
開
い

た
。

　

燈
籠
は
11
月
20
日
の
期
間
中
、
毎
日
午
後
４
時
か

ら
10
時
ま
で
点
灯
し
て
い
る
。

「
秋
灯
り
小
諸
」

せ
せ
ら
ぎ
の
丘
の
夜
を
彩
る

青年部

　

東
北
信
の
８
商
工
会
議
所
の
役
員

議
員
に
よ
る
「
第
22
回
東
北
信
商
工

会
議
所
役
員
議
員
等
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
」
は
９
月
28
日
、
長
野
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
開
い
た
。

　

小
諸
か
ら
の
参
加
者
は
９
人
。
団

体
戦
で
は
12
チ
ー
ム
中
小
諸
Ａ
チ
ー

ム
が
４
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
６
位
。
個

人
戦
で
は
当
所
の
丸
山
義
幸
議
員
が

優
勝
し
た
。

東
北
信
商
工
会
議
所
役
員
議
員
等
親
睦
ゴ
ル
フ

佐
久
法
人
会
小
諸
支
部　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

佐
久
法
人
会
小
諸
支
部(

塩
川
秀

忠
支
部
長)

は
、
10
月
20
日
に
小
諸

高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
。

　

地
域
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
参

加
費
の
一
部
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
に

充
て
る
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

▽
優
勝　

塩
川
秀
忠
（
大
栄
製
作
所
）

▽
準
優
勝　

竹
村
和
彦 (

造
形
舎)

▽
３
位　

小
林
寛
（
光
成
組
）

　

当
所
中
小
企
業
相
談
所
は
９
月
28

日
、「
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事

業
」
と
し
て
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対

策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
い
た
。

　

当
日
は
22
人
が
受
講
。
制
度
の
概

要
や
申
請
方
法
、
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
６
日
は
「
制
度
改
正

等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
業
」
と
し

て
「
電
子
帳
簿
保
存
法
改
正
！
電
子

取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ
保
存
と
補
助

金
を
活
用
し
た
経
理
業
務
効
率
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
き
、８
人
が
受
講
。

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
導
入
を
支
援
す
る
補

助
金
「
Ｉ
Ｔ
補
助
金
」
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

中小企業相談所
 セミナーを開催

　

団
体
戦
の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
勝
：
信
州
中
野
Ａ

▽
準
優
勝
：
須
坂
Ａ

▽
３
位
：
飯
山
Ａ

▽
長
野
県
知
事
賞

市
川
忠
蔵
（
小
諸
市
）

▽
小
諸
市
長
賞

岩
井
信
子
（
小
諸
市
）

▽
小
諸
商
工
会
議
所
会
頭
賞

土
屋
正
夫
（
御
代
田
町
）

▽
こ
も
ろ
観
光
局
理
事
長
賞

大
井
英
司
（
佐
久
市
）

▽
東
信
秋
香
会
長
賞

永
島
康
男
（
上
田
市
）

▽
東
信
菊
花
展
実
行
委
員
長
賞

清
水
伸
一
（
小
諸
市
）

▽
小
諸
商
店
会
連
合
会
長
賞

工
藤
れ
い
子
（
上
田
市
）

▽
佐
久
浅
間
農
業
協
同
組
合
長
賞

篠
原
淳
（
小
海
町
）

▽
小
諸
市
議
会
議
長
賞

浅
川
喜
人
（
東
御
市
）

▽
小
諸
市
教
育
長
賞

滋
野
小
学
校
（
東
御
市
）

▽
ツ
ル
ヤ
賞

飯
島
文
子
（
佐
久
市
）

▽
新
人
賞

土
屋
政
夫
（
御
代
田
町
）

▽
長
寿
賞

荒
井
泰
雄
（
上
田
市
）

斯
波
隆
夫
（
小
諸
市
）

▽
金
賞

柳
沢
け
さ
子
（
小
諸
市
）

中
村
敏
之
（
上
田
市
）

掛
川
ふ
く
志
（
小
諸
市
）

土
屋
和
栄
（
小
諸
市
）

大
井
孝
作
（
御
代
田
町
）　

　

小
諸
市
の
懐
古
園
で
開
催
し
た
東

信
地
区
最
大
の
菊
花
展
「
東
信
菊
花

展
」
の
審
査
は
こ
の
ほ
ど
行
い
、
最

高
賞
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
は
佐
久

市
の
土
屋
英
二
さ
ん
の
三
本
立
て「
精

興
塔
黄
」
が
選
ば
れ
た
。

　

57
回
目
の
今
年
は
、
菊
の
愛
好
家

で
つ
く
る
東
信
秋
香
会
の
会
員
が
丹

精
し
た
約
６
百
点
の
作
品
が
並
び
、

訪
れ
る
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

特
別
賞
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

▽
内
閣
総
理
大
臣
賞

土
屋
英
二
（
佐
久
市
）

▽
農
水
大
臣
賞

古
越
直
江
（
御
代
田
町
）

▽
文
科
大
臣
賞

野
口
嘉
与
（
小
諸
市
）

▽
特
選

大
熊
節
男
（
東
御
市
）

に
ぎ
わ
っ
た
東
信
菊
花
展

�

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
土
屋
英
二
さ
ん
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委員会だより 10 月の議題
■
建
設
委
員
会

10
月
４
日
（
火
）

・
ふ
ー
ど
ま
つ
り
に
つ
い
て

・
建
設
関
係
団
体
長
懇
談
会
に
つ
い

　

て
・
今
期
の
総
括
に
つ
い
て

■
工
業
委
員
会

10
月
８
日
（
土
）、
９
日
（
日
）

・
視
察
研
修

■
総
務
企
画
委
員
会

10
月
19
日
（
水
）

・
今
期
の
活
動
に
つ
い
て

・
意
見
交
換

■
観
光
委
員
会

10
月
24
日
（
月
）

・
事
業
総
括
に
つ
い
て

■
経
済
環
境
委
員
会

10
月
25
日
（
火
）

・
金
融
講
習
会

・
事
業
報
告
な
ど

■
も
の
づ
く
り
特
別
委
員
会

10
月
12
日
（
水
）

・
委
員
会
活
動
の
総
括
に
つ
い
て

委員会活動から

　

当
所
生
命
共
済
制
度
加
入
者
に
は

引
き
続
き
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
と
診
断
さ
れ
た
方
の
、
み

な
し
入
院
に
つ
い
て
も
当
所
独
自
の

給
付
制
度
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
で
対
象
の
従
業
員
が
い
る

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
サ
生
命

保
険
担
当
推
進
員
か
、
当
所
共
済
担

当
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
担

当
推
進
員
が
給
付
金
請
求
書
を
お
持

ち
し
ま
す
。

▽
必
要
書
類

・M
y HER-SYS

（
マ
イ
ハ
ー
シ
ス
）

の
「
療
養
証
明
書
」
の
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト

・
医
療
機
関
で
実
施
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
抗
原
検
査
の
結
果
通
知

※
医
療
機
関
ま
た
は
医
師
の
印
鑑
必

須

白土馬鈴薯の販売について

・
医
療
機
関
・
保
健
所
や
自
治
体
発

行
の
書
類　

い
ず
れ
か
一
通

※
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

の
指
定
感
染
症
の
分
類
が
変
更
と
な

っ
た
場
合
は
給
付
対
象
も
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
改

め
て
会
報
な
ど
で
連
絡
し
ま
す
。

生
命
共
済
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
給
付
金
に
つ
い
て

　

当
所
建
設
委
員
会
（
谷
和
人
委
員

長
）
は
10
月
18
日
、
小
諸
市
の
建
設

関
連
部
署
と
建
設
、
水
道
、
建
築
士
、

電
設
、
造
園
の
５
団
体
と
の
懇
談
会

を
開
い
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
市
の
今
後
の
建
設
関
係

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

各
団
体
の
現
状
と
課
題
、
要
望
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

懇
談
会
の
中
で
は
、
▽
Ｊ
Ｖ
参
加

可
能
な
入
札
に
よ
る
民
間
委
託
に
つ

い
て
▽
水
道
行
政
に
つ
い
て
（
水
道

施
設
の
耐
用
年
数
ほ
か
）
な
ど
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

当
所
工
業
委
員
会
（
小
山
純
委
員

長
）
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別

委
員
会
（
小
宮
山
喜
之
助
委
員
長
）

は
合
同
で
、
10
月
8
日
か
ら
9
日
の

1
泊
2
日
で
新
潟
方
面
へ
視
察
研
修

を
実
施
。
10
人
が
参
加
し
た
。

　

主
な
視
察
先
は
東
京
電
力
柏
崎
刈

羽
原
子
力
発
電
所
と
マ
ル
ト
長
谷
川

工
作
所
。

　

柏
崎
刈
羽
原
発
で
は
柏
崎
市
と

刈
羽
村
に
ま
た
が
る
敷
地
面
積
約

４
２
０
万
㎡
と
広
大
な
施
設
を
バ
ス

に
て
東
電
担
当
者
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
視
察
。
原
子
炉
は
7
機
あ
る
が
、

現
在
は
い
ず
れ
も
稼
働
は
し
て
い
な

い
。
福
島
原
発
の
事
故
の
教
訓
と
し

て
、
原
子
炉
建
屋
の
周
囲
に
海
抜
15

ｍ
の
高
さ
の
防
潮
壁
や
防
潮
板
を
設

置
し
て
お
り
、
現
在
も
稼
働
に
向
け

た
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
視
察
当
日
は
燕
三
条

一
帯
の
工
場
を
開
放
し
て
自
由
に
見

学
で
き
る
「
工
場
の
祭
典
」
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
ニ
ッ
パ
ー
の
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」
な
ど
一
貫
生
産

を
行
っ
て
い
る
創
業
98
年
の
「
マ
ル

ト
長
谷
川
工
作
所
」
を
視
察
。

　

高
品
質
で
安
定
し
た
製
品
の
製
造

過
程
を
担
当
者
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
見
学
し
、
参
加
者
が
実
際
に
現
場

で
使
っ
て
い
る
製
品
の
工
程
に
関
心

を
集
め
て
い
た
。

関
連
団
体
と
懇
談

課
題
や
要
望
率
直
に

建　設

工　業

柏
崎
刈
羽
原
発

な
ど
視
察
研
修

再エネ特別

　芽が少し出てしまっている白土馬鈴薯を販売

します。　　　　

●価格　　　１箱５００円（10 ｋｇ）

●数量　　　70 箱

●受付期間　12 月９日（金）まで

●販売日　　12 月 12 日（月）～ 16 日 ( 金 )

●販売場所　小諸商工会議所

●その他

・1 事業所 10 箱までとさせていただきます。

・受付期間内でも数量に達し次第受付を終了し

ます。

ご注文は電話（22-3355）担当中村まで。

▽
長
野
県
知
事
賞

市
川
忠
蔵
（
小
諸
市
）

▽
小
諸
市
長
賞

岩
井
信
子
（
小
諸
市
）

▽
小
諸
商
工
会
議
所
会
頭
賞

土
屋
正
夫
（
御
代
田
町
）

▽
こ
も
ろ
観
光
局
理
事
長
賞

大
井
英
司
（
佐
久
市
）

▽
東
信
秋
香
会
長
賞

永
島
康
男
（
上
田
市
）

▽
東
信
菊
花
展
実
行
委
員
長
賞

清
水
伸
一
（
小
諸
市
）

▽
小
諸
商
店
会
連
合
会
長
賞

工
藤
れ
い
子
（
上
田
市
）

▽
佐
久
浅
間
農
業
協
同
組
合
長
賞

篠
原
淳
（
小
海
町
）

▽
小
諸
市
議
会
議
長
賞

浅
川
喜
人
（
東
御
市
）

▽
小
諸
市
教
育
長
賞

滋
野
小
学
校
（
東
御
市
）

▽
ツ
ル
ヤ
賞

飯
島
文
子
（
佐
久
市
）

▽
新
人
賞

土
屋
政
夫
（
御
代
田
町
）

▽
長
寿
賞

荒
井
泰
雄
（
上
田
市
）

斯
波
隆
夫
（
小
諸
市
）

▽
金
賞

柳
沢
け
さ
子
（
小
諸
市
）

中
村
敏
之
（
上
田
市
）

掛
川
ふ
く
志
（
小
諸
市
）

土
屋
和
栄
（
小
諸
市
）

大
井
孝
作
（
御
代
田
町
）　
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○調査日：令和４年１０月４日（火）　午前９時～午

後６時

○調査地点：市内９ヶ所

○天候：晴れ（昨年は晴れ）

　※大手調査地点を旧ｱﾐｭｰｽﾞﾋﾞﾙ前から中沢ﾋﾞﾙ前へ平

成 27 年から変更。

  ※小諸厚生総合病院が市庁舎隣りに移転したことを

見据え、市町を調査地点に平成 27 年から追加。

【車両について】

①～⑨の各調査地点での車輌通行総数は３１，４２３

台。対令和３年度比１２９台減少（△ 0.4％）となった。

増加した地点は①相生町が２４台増加（+1.4％）②本

町が８３台増加（+2.8％）③荒町が１４４台増加（+4.5

％）⑤大手が１０６台増加（+2.2％）⑧赤坂が１２４

台増加（+9.8％）⑨市町が３７３台増加（+16.7％）

減少した地点は④与良町が２９７台減少（△ 6.6％）

⑥南町が４３１台減少（△ 6.4％）⑦古城が２５５台

減少（△ 6.2％）であった。

①相生町：相生会館前

②本町：ゆもと京都屋周辺

③荒町：荒町館

④与良町：与良館前

⑤大手：中沢ビル前

⑥南町：もとや釣具店前

⑦古城：足柄食糧前

⑧赤坂：赤坂区民会館前

⑨市町：クリーニングくるみ沢

R04 前年比

車両 1,771 ＋24

歩行者 754 ＋36

R04 前年比

車両 3,005 ＋83

歩行者 454 △113

R04 前年比

車両 3,342 ＋144

歩行者 285 ＋3

R04 前年比

車両 4,215 △297

歩行者 176 ＋2

R04 前年比

車両 4,903 ＋106

歩行者 208 △14

R04 前年比

車両 6,310 △431

歩行者 283 △21

R04 前年比

車両 3,877 △255

歩行者 107 △50

R04 前年比

車両 1,390 ＋124

歩行者 185 △35

R04 前年比

車両 2,610 ＋373

歩行者 124 ＋44

市
内
９
地
点

通
行
量
調
査
車
両
は
市
町
が
16
・
７
％
増

中
心
商
店
街
の
歩
行
者
５
・
４
％
減

通行量の多い順は、南町・大手・与良町・古城・荒町・

本町・市町・相生町・赤坂の順	

【歩行者について】

中心商店街①～⑨地点の歩行者総数は２，５７６人。

対令和３年度比１４８人減少（△ 5.4％）した。

増加した地点は①相生町が３６人増加（+5.0％）③荒

町が３人増加（+1.1％）④与良町が２人増加（+1.1％）

⑨市町が４４人増加（+55％）

減少した地点は②本町が１１３人減少（△ 19.9％）⑤

大手が１４人減少（△ 6.3％）⑥南町が２１人減少（△

6.9％）⑦古城が５０人減少（△ 31.8％）⑧赤坂が

３５人減少（△ 15.9％）

通行量の多い順は、相生町・本町・荒町・南町・大手・

赤坂・与良町・市町・古城の順

・調査日の天候は晴れ。車輌は昨年よりも６地点で増

加。歩行者は５地点が減少した。

・相生町、荒町、市町については、車両、歩行者がと

もに増加した。

　この調査は、小諸市内の各所での通行量を把握し、地点間及び時系列的な比較により、経営環境の変化に伴う影響度合いを

知るために、例年１０月の第１火曜日に実施している。

各調査地点に於いて歩行者（男女別（中学生以上）、自転車・バイク）、車輌（バス・乗用車・トラック）に分け、通行方向別

に１時間毎の通行量を午前９時から午後６時までの９時間にわたって調査した。調査の集計結果の概要は下記の通りである。
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月11

　

米
国
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
が
、
年
俸
３
０
０
０
万
ド
ル
で
来
季
の
契
約
を
結
ん

だ
と
い
う
。
そ
れ
で
な
く
て
も
円
安
が
進
む
中
、契
約
当
時
よ
り
も
円
は
更
に
値
を
下
げ
て
い
て
、

１
ド
ル
１
４
７
円
で
換
算
す
る
と
、
44
億
１
千
万
円
に
上
る
。

　

で
も
、
こ
れ
は
野
球
を
す
る
上
で
の
価
格
。
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
な
ど
を
足
す
と
、
５
０
０
０
万

ド
ル
に
も
な
る
と
い
う
か
ら
驚
き
。
円
で
換
算
す
れ
ば
73
億
５
千
万
円
。
日
本
の
人
気
チ
ー
ム
読

売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
チ
ー
ム
年
俸
総
額
を
遥
か
に
上
回
り
、
小
諸
市
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
の

40
％
を
超
え
る
。

　

そ
れ
で
も
税
金
は
つ
い
て
回
る
。
専
門
家
に
よ
る
と
、
米
国
で
は
年
俸
の
う
ち
所
得
税
と
州
税

で
約
21
億
円
が
持
っ
て
い
か
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
日
本
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
所
得
税
と
住
民

税
合
せ
て
約
23
億
円
だ
そ
う
な
。
も
ら
う
額
も
大
き
い
が
、
持
っ
て
い
か
れ
る
額
も
半
端
で
は
な

い
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
も
、
二
刀
流
の
所
以
か
。

▽
１
日
（
火
）

・
日
商
簿
記
講
座　
（
４
、８
、
11
、
15
日
）

▽
３
日
（
木
）

・
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
５
日
（
土
）

・
創
業
塾　
（
12
、
19
日
）

▽
10
日
（
木
）

・
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
女
性
会
研
修
会　

　
（
13
時
〜
）

▽
11
日
（
金
）

・
２
０
２
２
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
日
本
海
ー
太
平
洋
シ

　

ン
ポ
ジ
ウ
ム　
（
13
時
〜
）

▽
15
日
（
火
）
〜
17
日
（
木
）

・
夜
間
相
談
会
（
17
時
〜
）

▽
17
日
（
木
）

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
会　
（
13
時
〜
）

▽
18
日
（
金
）

・
青
年
部
視
察
研
修　
（
〜
19
日
）

▽
20
日
（
日
）

・
第
１
６
２
回
日
商
簿
記
検
定

▽
23
日
（
水
）

・
佐
久
法
人
会
小
諸
支
部
。
小
諸
機
工
同
友
会

　

視
察
研
修　
（
〜
25
日
）

▽
25
日
（
金
）

・
第
57
回
東
信
菊
花
展
賞
状
授
与
式
（
13
時
〜
）

▽
29
日
（
火
）

・
イ
ン
ボ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー　
（
14
時
〜
）

谷口愛 さん

常
連
客
と
の
縁
を
大
切
に

itoka ／ Ai's dressing kitchen
イトカ・アイズドレッシングキッチン

■
新
規
入
会

・
Ｃ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
（
ケ
イ
ク
ス
）　

黒
木
幸
太

　

与
良
町
２
︱
２
︱
４　

１
階

・
台
湾
料
理
蓬
莱
閣　

周
立
偉　

南
町
２

　

︱
２
︱
１

・
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
ｎ
（
シ
ン
ザ
ン
）　

山
本

　

真
司　

田
町
１
︱
２
︱
７

■
事
業
所
名
変
更

・
古
久
清
自
動
車

■
代
表
者
名
変
更

・
オ
プ
ト
マ
ッ
ク
ス
ミ
モ
ト
小
諸
支
店

　

林　

昭
博

■
所
在
地
変
更

・
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
塗
装　

柏
木
２
６
０
︱
６
七

　

つ
星
Ａ
２
０
２

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

　10 月 22 日から新事業「itoka（イトカ）」として焼
菓子の製造販売を始めました。チャレンジショップと
して 2016 年に創業。相生町で小さな弁当店を続け、
６周年を迎えました。今回、新事業開業にともない従
来販売所隣区画を借り受け、製菓厨房を新設し、販売
スペースも拡張させたことからゆっくりお買い物を楽
しんでいただけるようになりました。
　itoka は地ものもの旬もの果実を煮詰めたジャムを
使った焼菓子を週替わりでご用意しています。小諸産
の小麦粉、蕎麦粉、米粉、豆穀も原材料に使っていき
ますので、旬果物とのジャム・セッションを楽しんで
いただきたいです。11 月中旬には天龍村から届く柚
子を使ってジャムや焼菓子を製造したり、天龍村産柚
子の加工食品を仕入れて販売するミニ物産を開催予定
です。
　今後も県内外の生産者さん、製造者さん、商店さん
のご協力をいただきながら定期開催していけたらと考
えています。ドレッシングキッチンの新スタイルを楽
しんでいただけたらうれしいです。
●定休日　水 ･ 日 ･ 祝　●営業時間 11 時～ 14 時／
16 時～ 18 時 ( 土曜日は 11 ～ 15 時 ) ●商品情報は
SNS で毎日発信中
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【
小
諸
興
商
会
か
ら
小
諸
商
工
会
議
所
ま
で
】

　

再
来
年
、
小
諸
商
工
会
議
所
は
発
足
か
ら

１
１
０
年
目
を
迎
え
る
。

　

明
治
期
に
「
富
国
強
兵
」「
殖
産
興
業
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
日
清
・
日
露
戦
争
が
行
わ
れ

て
い
た
頃
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
に
小
諸
興

商
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

商
工
振
興
を
目
的
と
し
た
商
工
団
体
と
し
て
、

県
内
で
は
上
田
商
工
会
、
長
野
商
工
会
に
次
ぐ
早

さ
だ
っ
た
。

『会議所草創期とえびす講』
　

そ
の
後
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
小
諸
興
商
会

を
解
散
し
、小
諸
商
工
会
（
会
頭
小
山
久
左
衛
門
、

副
会
頭
平
野
五
兵
衛
）
を
新
た
に
設
立
。
大
正
12

年
（
１
９
２
３
）
に
は
定
款
を
変
更
し
「
小
諸
商

工
会
議
所
」（
第
３
代
会
頭
小
山
五
郎
、
副
会
頭

小
林
吉
十
郎
）と
名
称
を
改
め
た
。
県
内
で
は「
商

工
会
議
所
」
を
用
い
た
最
も
早
い
事
例
と
さ
れ
て

い
る
。

【
商
工
会
議
所
と
え
び
す
講
】

　

え
び
す
講
は
明
治
初
期
の
上
田
の
町
で
五
穀
豊

穣
、
商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
を
祈
願
し
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
明
治
期
に
は
小
諸
に
も
浸
透
し

て
い
た
。

　

明
治
30
年
代
ご
ろ
ま
で
は
各
商
店
が
個
々
に
商

品
を
店
頭
に
積
み
上
げ
て
飾
り
つ
け
を
行
い
祝
い

売
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
興
商
会
発
足
後
は
福
引

つ
き
大
売
出
し
、
煙
火
打
ち
上
げ
、
音
楽
隊
行
進

な
ど
各
種
催
し
も
の
を
含
め
全
町
を
挙
げ
て
組
織

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
與
良
蛭
子
神
社
の
え
び
す
講
】

　

與
良
蛭
子
神
社
で
は
恒
例
の
え
び
す
講
が
11
月

19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）
に
開
催
予
定
。

　

神
社
が
建
立
さ
れ
た
の
は
昭
和
32
年
。
え
び
す

講
自
体
は
更
に
時
代
を
遡
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

建
立
前
は
講
の
都
度
組
み
立
て
式
の
社
を
建
て
て

い
た
と
い
う
。

　

参
道
に
屋
台
が
立
ち
並
び
、
例
年
、
五
穀
豊
穣

や
商
売
繁
盛
、
受
験
祈
願
で
多
く
の
参
拝
者
が
訪

れ
て
い
る
。

　

１
月
19
日
、
20
日
の
「
初
え
び
す
」
と
11
月
19

日
、
20
日
の
「
え
び
す
講
」
の
年
２
回
例
大
祭
が

行
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
今
年
１
月
は
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
開
催
を
断
念
、
１
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
る
。

写真左から、第 3代会頭・小山五郎、初代会頭・
小山久左衛門、第 2代会頭・平野五兵衛

酒樽を積み上げた店頭飾り

えびす講の様子


